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背景

• OSS開発は大半の責任を負う少人数の開発者に大きく依
存している[3, 7] 
• 中心的な開発者の活動を理解することは研究者や実務者に
とって重要である
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目的・アプローチ

目的 
• エリートの日々のワークフローに自動化ツールセット
を統合し、プロジェクトの技術的成果を低下させる可
能性のある非技術的なルーチン作業への労力を削減す
ること 

アプローチ 
• エリートをサポートするためのツールを作成し，実
際にそのツールをエリートに使用してもらいアンケ
ートと日記調査を用いて評価する

3



開発者の分類

• OSSプロジェクトにおける開発者の役割を3つ定義
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役割 定義

コアデベロッパー
実質的な貢献を行い，プロジェクトや 
コミュニティの開発を指揮する開発者の 

グループ[5, 7]

ロングタームコントリビューター 
(長期的貢献者)

ワンタイムコントリビューターとは対照的
に、着実かつ頻繁に技術的な貢献を行う

OSS貢献者[12]

エリート開発者 プロジェクトの管理者権限を持つ 
開発者グループ[11]
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ツールデザイン

• データコレクタ 
• 活動分析 
• 自動化ツールセット
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データコレクタ

• GitHubとGHArchiveの2つのデータソースから活動記録
とプロジェクトのアウトカムデータを収集 
• 研究者2人でカードソート法を用いて先行研究[11]の4つの
カテゴリに分類する
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活動分析

• 開発者の各タイプのアクティビティに対する努力に応じ
て，活動プロファイルを作成し，開発者の努力とプロジェ
クトの成果との関係を検証
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目標 分析方法

活動の概要把握 記述分析

貢献の傾向把握 記述統計 
一元配置分散分析

取り組みとプロジェクトの成
果との関係の検証 固定効果パネル回帰



評価

• エリート開発者の参加者にインタビューと日記調査を行う 
• ３回の評価を行う 
• 事前調査 
• ツールによるプロジェクトへの影響分析 
• 事後調査
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これまでの結果と貢献

• 同筆者の先行研究[11]より 
• 非エリートからエリートになる際に役割の変化や作業内容の
変更がある 
• 役割の変化や作業内容の変更は，プロジェクトの成果に 
マイナスの影響を与える 

• 特定の開発者グループを調査するための開発者分類 
• エリート開発者の非技術的なルーティンを支援することを目的
とした自動化ツールを提案し，エリート開発者の貢献をより 
効率化
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所感・補足

所感 
• 開発者の分類や行動分析の方法が自分の研究の参考にな
った 
• 実際のツールの具体的な手法について知りたいと感じた 

補足 
• この論文は2021年2月に全ての研究を終える予定
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